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登
場
人
物 

上
島
竜
彦
（
３
６
） 

 

テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

 

上
島
彩
美
（
３
５
） 

 

上
島
の
同
僚
で
元
妻 

 

川
藤
翔
樹
（
２
８
） 

 

上
島
の
同
僚 

 

山
川
秀
明
（
４
５
） 

 
芸
人 

 

管
理
人 

 

水
田
善
人
（
声
の
み
）
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○
世
田
谷
総
合
体
育
館
・
ア
リ
ー
ナ
・
中
（
深
夜
） 

 
 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
あ
る
広
い
体
育
館
。 

 
 

 

観
覧
席
も
何
百
席
と
あ
る
。 

 
 

 

消
灯
さ
れ
、
月
夜
に
照
ら
さ
れ
た
５
万
個
の

ド
ミ
ノ
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 

花
火
な
ど
夏
の
風
物
詩
に
象
ら
れ
た
も
の
や
、

様
々
な
仕
掛
け
も
施
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

中
心
部
分
に
は
、
巨
大
な
立
体
ド
ミ
ノ
タ
ワ

ー
が
立
っ
て
い
る
。
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。 

 
 

 

誰
か
の
手
が
ド
ミ
ノ
を
デ
コ
ピ
ン
す
る
。 

 
 

 

ド
ミ
ノ
は
勢
い
よ
く
倒
れ
進
み
、
花
火
の
絵

が
浮
か
び
上
が
る
。 

止
ま
ら
な
い
ド
ミ
ノ
。 

 

○
タ
イ
ト
ル
『
ド
ミ
ノ
』 

 

○
ア
パ
ー
ト
・
上
島
の
部
屋
・
寝
室
（
早
朝
） 

 
 

 

上
島
竜
彦
（
３
６
）
が
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
。

携
帯
が
鳴
る
。 

眠
そ
う
に
目
を
開
き
、
携
帯
を
確
認
す
る
。 
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『
水
田
善
人
』
か
ら
の
着
信
で
あ
る
。 

 
 

 

軽
く
驚
き
、
す
ぐ
に
電
話
に
出
る
上
島
。 

上
島
「
は
い
、
上
島
で
」 

 
 

 

と
、
す
ぐ
に
通
話
を
切
ら
れ
る
。 

上
島
「
何
だ
よ
」 

 
 

 

す
ぐ
に
水
田
か
ら
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
で
長

文
が
送
ら
れ
て
く
る
。 

 
 

 

上
島
、
そ
れ
を
見
て
驚
き
、 

上
島
「
マ
ジ
か
よ
！
」 

 
 

 

と
、
急
い
で
起
き
上
が
る
。 

 

○
世
田
谷
総
合
体
育
館
・
外
観
（
朝
） 

 
 

 

日
差
し
が
強
く
、
セ
ミ
が
鳴
い
て
い
る
。 

 

○
同
・
ア
リ
ー
ナ
（
朝
） 

３
分
の
１
程
度
の
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
て
い
る
。 

 
 

 

上
島
が
一
人
、
ド
ミ
ノ
を
一
つ
ず
つ
立
て
直

し
て
い
る
。
上
島
、
舌
打
ち
し
て
、 

上
島
「
無
理
に
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
」 

体
育
館
の
扉
が
開
き
、
川
藤
翔
樹
（
２
６
） 
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が
入
っ
て
く
る
。 

Ａ
Ｄ
っ
ぽ
く
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
を
腰
に
着
け
、

ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。 

川
藤
、
倒
れ
た
ド
ミ
ノ
を
見
て
、 

川
藤
「
う
わ
っ
！ 

マ
ジ
で
倒
さ
れ
て
ん
じ
ゃ
ん
」 

 
 

 

と
、
驚
愕
す
る
。 

 
 

 

上
島
、
川
藤
に
振
り
向
い
て
、 

上
島
「
お
前
か
。
早
く
手
伝
っ
て
く
れ
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
ま
た
ド
ミ
ノ
を
直
し
始
め
る
。 

川
藤
「
お
疲
れ
っ
す
。
て
か
こ
こ
熱
っ
」 

 
 

 

上
島
、
ド
ミ
ノ
を
直
し
な
が
ら
、 

上
島
「
エ
ア
コ
ン
、
壊
さ
れ
て
た
」 

川
藤
「
マ
ジ
で
言
っ
て
ま
す
？
」 

上
島
「
マ
ジ
だ
」 

 

○
同
・
入
り
口
前
・
外
（
朝
） 

 
 

 

ア
リ
ー
ナ
入
り
口
付
近
に
あ
る
エ
ア
コ
ン
の

ス
イ
ッ
チ
。
カ
バ
ー
ご
と
無
理
や
り
取
り
出

さ
れ
、
中
の
電
線
が
切
ら
れ
て
い
る
。 

上
島
の
声
「
熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ろ
」 
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○
同
・
中
（
朝
） 

 
 

 

川
藤
が
上
島
の
近
く
で
ド
ミ
ノ
を
立
て
直
し

て
い
る
。 

川
藤
「
誰
が
や
っ
た
ん
す
か
そ
れ
。
マ
ジ
ヤ
バ
く
な 

い
っ
す
か
？
」 

上
島
「
知
ら
な
い
よ
」 

 
 

 

川
藤
、
倒
れ
て
い
る
ド
ミ
ノ
を
見
渡
し
な
が

ら
、 

川
藤
「
こ
れ
、
絶
対
無
理
ゲ
ー
で
し
ょ
。
本
番
ま
で 

絶
対
間
に
合
わ
な
い
っ
す
よ
」 

上
島
「
間
に
合
わ
せ
る
し
か
な
い
ん
だ
よ
」 

川
藤
「
で
も
、
キ
ャ
ス
ト
２
０
人
が
交
代
交
代
で
並 

べ
て
、
２
８
時
間
か
か
っ
た
ん
す
よ
？
」 

上
島
「
分
か
っ
て
る
よ
！ 

し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
、 

水
田
さ
ん
が
そ
う
言
っ
て
ん
だ
か
ら
」 

川
藤
「
マ
ジ
っ
す
か
？ 

俺
に
も
見
さ
せ
て
く
だ
さ 

い
よ
、
水
田
さ
ん
の
メ
ー
ル
」 

 
 

 

上
島
、
携
帯
を
取
り
出
し
、
水
田
と
の
ト
ー

ク
画
面
を
開
き
、
川
藤
に
見
せ
る
。 

上
島
「
ほ
ら
」 
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川
藤
、
携
帯
を
受
け
取
り
、
メ
ー
ル
を
読
み
、 

川
藤
「
ド
ミ
ノ
が
誰
か
に
倒
さ
れ
た
。
至
急
現
場
に 

向
か
っ
て
ほ
し
い
。
呼
ん
で
い
い
ス
タ
ッ
フ
は
彩 

美
、
川
藤
、
芸
人
の
山
川
秀
明
の
３
人
だ
け
で
頼 

む
。
こ
の
件
は
決
し
て
口
外
し
な
い
よ
う
に
」 

 
 

ド
ミ
ノ
を
直
し
て
い
る
上
島
。 

川
藤
「
俺
は
忙
し
く
て
現
場
に
は
行
け
な
い
。
電
話 

も
当
分
出
れ
な
い
。
す
ま
な
い
」 

 

○
同
・
管
理
事
務
所
・
前
（
朝
） 

 
 

 

ド
ア
に
『
管
理
事
務
所
』
と
書
か
れ
た
プ
レ

ー
ト
。 

 

○
同
・
中
（
朝
） 

 
 

 

管
理
人
が
一
人
で
い
る
。 

 
 

 

『
世
田
谷
総
合
体
育
館
』
と
書
か
れ
た
掲
示

板
が
あ
る
。 

８
月
２
２
、
２
３
、
２
４
日
の
『
ア
リ
ー
ナ
』

の
欄
に
『
４
８
時
間
テ
レ
ビ
様
・
終
日
・
貸

切
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 
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○
同
・
ア
リ
ー
ナ
・
入
口
前
・
中
（
朝
） 

 
 

 

上
島
と
川
藤
が
黙
々
と
ド
ミ
ノ
を
立
て
直
し

て
い
る
。 

入
口
の
扉
が
開
き
、
上
島
彩
美
（
３
５
）
が

入
っ
て
く
る
。
彩
美
に
振
り
向
く
二
人
。 

 
 

 

川
藤
、
上
島
と
彩
美
を
交
互
に
見
て
、 

川
藤
「
出
た
。
彩
美
さ
ん
だ
」 

 
 

 

ド
ミ
ノ
直
し
に
戻
る
上
島
。 

 
 

 

彩
美
、
倒
れ
て
い
る
ド
ミ
ノ
を
見
渡
し
、
驚

き
な
が
ら
、 

彩
美
「
か
な
り
倒
れ
て
る
」 

 
 

 

倒
れ
た
列
に
向
か
う
彩
美
。 

彩
美
、
通
り
が
か
っ
た
川
藤
に
向
か
っ
て
、 

彩
美
「
お
疲
れ
」 

川
藤
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
」 

上
島
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
立
て
直
し
に
取

り
掛
か
る
彩
美
。
す
ぐ
に
何
か
に
気
づ
き
、

周
り
の
ド
ミ
ノ
を
見
渡
す
。 

彩
美
「
ス
ト
ッ
パ
ー
は
？
」 

川
藤
「
あ
！ 

確
か
に
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 7 

上
島
「
俺
が
最
初
に
来
た
時
か
ら
抜
か
れ
て
た
」 

川
藤
「
え
、
そ
れ
ヤ
バ
く
な
い
っ
す
か
？
」 

 
 

 

彩
美
、
腕
時
計
を
確
認
し
、 

彩
美
「
本
番
ま
で
、
あ
と
１
１
時
間
ぐ
ら
い
」 

上
島
「
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
入
り
時
間
考
え
る
と
、
実 

質
８
時
間
ぐ
ら
い
だ
」 

川
藤
「
そ
っ
か
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
バ
レ
ち
ゃ
い
け 

な
い
ん
で
し
た
っ
け
」 

上
島
「
倒
さ
れ
た
の
は
３
分
の
一
ぐ
ら
い
だ
。
死
ぬ 

気
で
や
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
間
に
合
う
か
も
」 

 
 

 

彩
美
、
上
島
の
方
を
見
ず
ド
ミ
ノ
を
立
て
な

が
ら
、 

彩
美
「
い
い
か
ら
手
動
か
し
て
」 

 
 

 

ア
リ
ー
ナ
の
掛
け
時
計
は
８
時
３
３
分
を
指

し
て
い
る
。 

彩
美
の
声
「
本
番
は
、
１
９
時
半
か
ら
よ
」 

 
 

 

扉
が
勢
い
よ
く
開
き
、
山
川
秀
明
（
４
５
）

が
入
っ
て
く
る
。
山
川
に
振
り
向
く
三
人
。 

 
 

 

す
で
に
汗
だ
く
の
山
川
、
頭
を
下
げ
な
が
ら
、 

山
川
「
し
ゅ
、
す
い
ま
せ
ん
！ 

す
い
ま
せ
ん
！ 
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遅
れ
ま
し
た
！
」 

川
藤
「
出
た
、
山
川
秀
明
」 

山
川
「
た
、
体
育
館
の
中
で
迷
っ
ち
ゃ
っ
て
、
体 

育
館
の
中
に
入
っ
て
も
さ
ら
に
体
育
館
が
い
っ 

ぱ
い
あ
る
か
ら
、
も
う
全
然
分
か
ん
な
く
っ
て
大 

変
で
し
た
よ
～
！ 

こ
の
体
育
館
」 

川
藤
「
い
や
何
回
体
育
館
っ
て
言
う
ん
だ
よ
」 

 
 

 

山
川
、
床
に
並
ぶ
ド
ミ
ノ
に
気
づ
か
ず
歩
き

な
が
ら
、 

山
川
「
あ
、
上
島
さ
ん
に
彩
美
さ
ん
も
、
そ
、
そ
れ 

に
君
は
、
え
～
っ
と
、
え
～
っ
と
」 

 
 

 

ド
ミ
ノ
を
蹴
り
そ
う
に
な
る
山
川
。 

彩
美

「
（

大
声
で
）
足
元
！
」 

山
川
、
過
剰
に
驚
き
、 

山
川
「
う
わ
～
！ 

何
す
か
何
す
か
！
」 

 
 

 

と
、
後
ず
さ
る
。 

彩
美
「
足
元
、
気
を
付
け
て
下
さ
い
」 

 
 

 

山
川
、
下
を
見
て
、 

山
川
「
あ
～
そ
っ
か
そ
っ
か
！ 

忘
れ
て
た
ド
ミ
ノ 

だ
。
あ
っ
ぶ
ね
～
、
す
い
ま
せ
ん
俺
馬
鹿
過
ぎ
て
」 
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と
、
頭
を
掻
き
な
が
ら
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。 

川
藤
、
彩
美
に
近
付
き
、
小
声
で
、 

川
藤
「
何
で
山
川
さ
ん
な
ん
す
か
ね
？ 

ス
タ
ッ
フ 

じ
ゃ
な
い
の
に
」 

彩
美
「
知
ら
な
い
わ
よ
。
一
応
出
演
者
で
は
あ
る
け 

ど
」 

川
藤
「
え
？ 

出
て
ま
し
た
っ
け
？
」 

彩
美
「
出
て
る
わ
よ
。
昨
日
の
深
夜
帯
に
５
分
だ
け
。 

私
が
出
演
交
渉
し
た
ん
だ
か
ら
」 

川
藤
「
マ
ジ
っ
す
か
？
」 

 

○
同
・
入
り
口
前
・
外
（
朝
） 

 
 

 

管
理
人
が
掃
き
掃
除
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

日
差
し
が
強
く
、
セ
ミ
が
鳴
い
て
い
る
。 

 
 

 

汗
を
拭
う
管
理
人
。 

 

○
同
・
ア
リ
ー
ナ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

黙
々
と
修
復
を
進
め
る
上
島
達
４
人
。 

 
 

 

掛
け
時
計
は
９
時
３
６
分
を
指
し
て
い
る
。 

 
 

 

川
藤
が
汗
を
拭
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を 
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勢
い
よ
く
飲
み
、 

川
藤
「
ふ
～
、
あ
っ
ち
ぃ
」 

 
 

 

上
島
は
ド
ミ
ノ
を
直
し
な
が
ら
、
彩
美
を
さ

り
げ
な
く
見
つ
め
る
。 

 
 

 
彩
美
、
直
し
な
が
ら
川
藤
に
向
か
っ
て
、 

彩
美
「
み
ず
み
、
あ
い
や
、
水
田
さ
ん
に
連
絡
し
て 

み
た
？
」 

川
藤
「
い
や
、
し
て
な
い
っ
す
。
彩
美
さ
ん
し
た
ん 

す
か
？
」 

彩
美
「
何
回
も
し
た
。
一
向
に
出
な
い
」 

川
藤
「
て
か
何
で
こ
ん
な
こ
と
し
な
き
ゃ
い
け
な
い 

ん
す
か
ね
？ 

俺
ら
の
責
任
じ
ゃ
ね
え
の
に
」 

 
 

 

上
島
、
修
復
し
な
が
ら
、 

上
島
「
そ
れ
も
そ
う
だ
し
、
何
で
こ
の
４
人
な
の
か 

も
疑
問
だ
」 

川
藤
「
確
か
に
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
３
人
を
見
渡
す
。 

 
 

 

山
川
、
修
復
し
な
が
ら
皆
に
向
か
っ
て
、 

山
川
「
い
や
～
し
か
し
、
こ
、
こ
れ
放
送
間
に
合
わ 

な
か
っ
た
ら
水
田
さ
ん
怒
る
だ
ろ
う
な
～
。
怒
っ 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 11 

た
ら
怖
い
で
す
も
ん
ね
、
水
田
さ
ん
」 

 
 

 

山
川
が
直
し
て
い
る
列
の
す
ぐ
隣
に
、
も
う

一
列
ド
ミ
ノ
が
並
ん
で
い
る
。 

上
島
「
で
す
ね
」 

山
川
「
あ
れ
で
す
よ
あ
れ
、
ぱ
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
女
議 

員
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
の
～
、
何
だ
っ
け

な
、
え
～
っ
と
、
富
田
議
員
だ
！
」 

上
島

「
（

即
答
で
）
豊
田
議
員
で
す
」 

山
川
「
あ
そ
う
だ
豊
田
議
員
だ
！ 

こ
の
ハ
ゲ
～
！ 

 

金
髪
豚
野
郎
～
！ 

つ
っ
て
ね
」 

上
島
「
そ
れ
色
々
混
ざ
っ
て
ま
す
よ
」 

山
川
「
あ
れ
そ
う
で
し
た
っ
け
？
」 

 
 

 

山
川
の
手
が
隣
の
列
に
当
た
っ
て
し
ま
う
。

瞬
く
間
に
倒
れ
て
い
く
ド
ミ
ノ
。 

山
川
、
あ
た
ふ
た
し
て
、 

山
川
「
う
わ
っ
！ 

や
ば
い
や
ば
い
！
」 

彩
美
「
何
や
っ
て
る
ん
で
す
か
早
く
止
め
て
！
」 

山
川
「
す
、
す
す
す
い
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

急
い
で
向
か
う
山
川
だ
が
、
床
に
並
ぶ
ド
ミ

ノ
が
障
害
と
な
り
、
も
た
つ
く
。 
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山
川
「
あ
～
ヤ
バ
い
ど
う
し
よ
う
ど
う
し
よ
う
！
」 

 
 

 

上
島
が
倒
れ
進
む
ド
ミ
ノ
に
急
い
で
い
る
。 

 
 

 

ド
ミ
ノ
が
無
い
地
帯
に
入
り
、
ヘ
ッ
ド
ス
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
す
る
よ
う
床
を
滑
り
、
手
を
伸

ば
し
て
ド
ミ
ノ
を
止
め
る
。 

安
堵
す
る
川
藤
。
山
川
を
睨
む
彩
美
。 

山
川
「
す
、
す
い
ま
せ
ん
。
本
当
す
い
ま
せ
ん
！ 

 

俺
何
や
っ
て
ん
だ
バ
カ
、
バ
カ
、
バ
カ
ー
！
」 

 
 

 

と
、
自
分
の
頭
を
叩
き
始
め
る
。 

上
島
「
山
川
さ
ん
」 

山
川
「
は
い
！
」 

 
 

 

上
島
、
立
体
ド
ミ
ノ
タ
ワ
ー
を
見
て
、 

上
島
「
あ
れ
が
倒
れ
た
ら
、
修
復
は
不
可
能
に
な
り 

ま
す
」 

 
 

 

他
の
三
人
も
そ
の
タ
ワ
ー
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 

掛
け
時
計
の
針
が
早
送
り
で
進
ん
で
い
く
。 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

掛
け
時
計
が
１
２
時
２
分
で
止
ま
る
。 

 
 

 

上
島
達
４
人
が
汗
を
か
き
な
が
ら
、
黙
々
と

ド
ミ
ノ
を
直
し
て
い
る
。 
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
勢
い
よ
く
飲
み
、
汗

を
拭
う
彩
美
。
周
り
を
見
渡
し
、 

彩
美
「
結
構
進
ん
だ
。
い
い
調
子
か
も
」 

山
川
「
こ
の
ま
ま
頑
張
れ
ば
、
か
、
完
成
す
る
か
も 

で
す
ね
！
」 

 
 

 

と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
。 

彩
美
「
で
す
ね
」 

 
 

 

上
島
、
ド
ミ
ノ
を
立
て
な
が
ら
、 

上
島
「
完
全
に
元
通
り
は
厳
し
い
だ
ろ
」 

 
 

 

彩
美
、
苛
立
っ
た
様
子
で
、 

彩
美
「
何
で
よ
」 

上
島
「
い
や
だ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
一
回
も
倒
さ
な
い 

な
ら
ま
だ
し
も
、
現
に
何
回
か
倒
し
て
る
ん
だ
し
」 

彩
美
「
本
当
嫌
い
だ
わ
、
そ
う
い
う
所
」 

上
島
「
い
や
で
も
」 

川
藤
「
そ
う
い
う
と
こ
あ
り
ま
す
よ
ね
～
、
上
島
さ 

ん
っ
て
」 

上
島
「
う
っ
せ
え
わ
」 

川
藤
「
お
、
今
流
行
り
の
」 

 
 

 

上
島
、
真
剣
な
ト
ー
ン
で
、 
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上
島
「
マ
ジ
で
黙
れ
」 

川
藤
「
す
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
思
う
よ
り
健
康
で 

す
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。 

 
 

 
舌
打
ち
し
て
、
川
藤
を
睨
む
上
島
。 

彩
美
「
全
部
完
成
し
て
な
く
て
も
、
７
割
ぐ
ら
い
直 

せ
た
ら
現
場
入
り
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
に
手
伝
っ

て
も
ら
え
ば
い
い
。
そ
の
程
度
だ
っ
た
ら
私
た
ち

が
倒
し
ち
ゃ
っ
た
っ
て
事
に
す
れ
ば
い
い
し
」 

 
 

 

川
藤
、
不
満
げ
に
、 

川
藤
「
え
～
？ 

俺
ら
の
せ
い
に
な
る
ん
す
か
～
？
」 

彩
美
「
山
川
さ
ん
が
こ
の
現
場
に
い
る
の
は
不
自
然 

過
ぎ
る
か
ら
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
来
る
前
に
こ
こ

を
出
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
」 

山
川
「
あ
～
、
た
、
確
か
に
！
」 

彩
美
「
て
い
う
こ
と
は
、
私
も
」 

川
藤
「
彩
美
さ
ん
Ａ
Ｐ
っ
す
も
ん
ね
」 

 
 

 

川
藤
、
彩
美
、
山
川
が
揃
っ
て
上
島
を
見
つ

め
る
。 

上
島
「
お
い
お
い
ふ
ざ
け
ん
な
よ
」 
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川
藤
、
立
ち
上
が
り
上
島
に
向
い
て
、 

川
藤
「
じ
ゃ
あ
監
督
で
あ
り
、
責
任
あ
る
立
場
の
上 

島
さ
ん
。
皆
の
為
に
自
首
し
て
く
だ
さ
い
。
恨
み

っ
こ
な
し
で
お
ね
シ
ャ
ス
！
」 

 
 

 
上
島
、
怒
っ
て
立
ち
上
が
り
、 

上
島
「
お
前
な
あ
！
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
何
か
に
気
づ
く
上
島
。 

上
島
「
恨
み
？
」 

 
 

 

三
人
を
見
る
上
島
。 

川
藤
「
な
、
何
す
か
？
」 

上
島
「
こ
の
中
に
い
る
か
も
、
犯
人
」 

川
藤
「
は
い
？
」 

上
島
「
ド
ミ
ノ
を
倒
し
た
犯
人
だ
よ
！
」 

川
藤
「
え
ガ
チ
っ
す
か
！
？
」 

彩
美
「
変
な
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
」 

上
島
「
俺
は
本
気
だ
」 

 
 

 

山
川
は
３
人
の
会
話
を
気
に
し
な
が
ら
、
ド

ミ
ノ
を
直
し
て
い
る
。 

上
島
「
全
員
、
水
田
に
恨
み
が
あ
る
」 

彩
美
「
は
～
？
」 
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少
し
顔
を
伏
せ
る
川
藤
。 

 
 

 

山
川
、
修
復
を
止
め
、 

山
川
「
な
な
無
い
で
す
よ
！ 

恨
み
な
ん
て
！
」 

山
川
、
自
分
の
こ
め
か
み
を
叩
き
な
が
ら
、 

山
川
「
あ
の
～
、
え
～
っ
と
、
総
合
格
闘
技
、
じ
ゃ 

な
く
て
」 

上
島
「
総
合
演
出
で
す
」 

山
川
「
あ
～
そ
れ
で
す
！ 

こ
の
４
８
時
間
テ
レ
ビ 

の
、
総
合
演
出
の
」 

上
島
「
山
川
さ
ん
は
闇
営
業
で
芸
能
界
を
干
さ
れ
た
。 

誘
っ
て
き
た
の
は
、
水
田
さ
ん
で
す
よ
ね
？
」 

山
川
「
え
！
？ 

ち
ょ
、
な
何
で
そ
れ
知
っ
て
、
あ 

ヤ
ベ
！
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
手
で
口
を
押
え
る
。 

 
 

 

川
藤
、
愕
然
と
し
て
、 

川
藤
「
ガ
チ
っ
す
か
？
」 

彩
美
「
上
島
さ
ん
い
い
加
減
に
し
て
！ 

こ
の
企
画 

が
ど
れ
だ
け
大
事
か
上
島
さ
ん
に
も
分
か
る
で
し

ょ
？ 

か
き
乱
さ
な
い
で
よ
！
」 

上
島
「
や
め
ろ
よ
そ
の
上
島
“
さ
ん
”
っ
て
言
う 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 17 

の
！ 

わ
ざ
と
ら
し
く
て
キ
モ
イ
ん
だ
よ
！
」 

彩
美
「
い
い
じ
ゃ
ん
別
に
、
も
う
た
だ
の
同
僚
な
ん 

だ
か
ら
」 

上
島
「
た
だ
の
同
僚
っ
て
、
大
袈
裟
だ
な
。
ま
だ
離 

婚
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
」 

彩
美
「
心
も
家
も
離
れ
て
る
ん
だ
か
ら
離
婚
し
た
み 

た
い
な
も
ん
で
し
ょ
。
て
か
も
う
離
婚
届
用
意
し

て
あ
る
し
」 

 
 

 

上
島
、
明
ら
か
に
傷
心
し
、 

上
島
「
え
ち
ょ
、
離
婚
届
っ
て
、
そ
ん
な
」 

川
藤
「
は
ー
い
そ
こ
ま
で
！
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
手
を
叩
く
川
藤
。 

山
川
「
ち
、
チ
ワ
ワ
喧
嘩
は
止
め
ま
し
ょ
う
！
」 

彩
美
「
痴
話
喧
嘩
な
！
」 

川
藤
「
そ
れ
じ
ゃ
可
愛
い
小
犬
同
士
の
喧
嘩
っ
す
よ
」

上
島
「
こ
の
中
に
犯
人
が
い
た
ら
、
直
し
た
と
こ
ろ 

で
ま
た
崩
さ
れ
る
か
も
。
そ
れ
に
、
生
放
送
始
ま

っ
て
事
件
と
か
起
こ
さ
れ
て
も
困
る
だ
ろ
？
」 

川
藤
「
確
か
に
」 

彩
美
「
ま
た
責
任
逃
れ
？
」 
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上
島
「
は
？
」 

彩
美
「
い
っ
つ
も
そ
う
よ
ね
。
保
身
保
身
、
こ
の
企 

画
の
監
督
は
上
島
さ
ん
だ
か
ら
責
任
取
り
た
く
な

い
だ
け
で
し
ょ
？ 

新
し
い
番
組
も
始
ま
る
し
ね
」 

上
島
「
い
や
、
そ
ん
な
事
」 

彩
美
「
犯
人
見
つ
か
れ
ば
そ
い
つ
の
せ
い
に
出
来
る 

も
ん
ね
～
」 

上
島
「
だ
か
ら
違
う
っ
て
！
」 

川
藤
「
も
う
や
め
ま
し
ょ
う
っ
て
！
」 

 
 

 

彩
美
、
上
島
に
向
か
っ
て
、 

彩
美
「
分
か
っ
た
！ 

一
人
で
犯
人
が
こ
の
中
に
い 

る
説
で
も
話
し
て
な
。
私
は
直
し
て
る
か
ら
」 

 
 

 

と
、
修
復
を
再
開
す
る
。 

上
島
「
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ
」 

上
島
の
携
帯
が
バ
イ
ブ
す
る
。 

 
 

 

取
り
出
し
て
画
面
を
見
る
上
島
。 

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
着
信
。 

上
島
は
首
を
傾
げ
、
携
帯
を
し
ま
う
。 

 
 

 

上
島
、
山
川
に
向
い
て
、 

上
島
「
山
川
さ
ん
」 
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山
川
、
修
復
し
な
が
ら
、 

山
川
「
は
、
は
い
」 

上
島
「
山
川
さ
ん
は
嘘
の
つ
け
な
い
、
素
直
で
優
し 

い
お
人
だ
。
芸
風
に
も
そ
れ
が
出
て
る
。
ず
っ
と 

隠
し
て
い
た
の
は
、
辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
」 

山
川
「
い
や
、
隠
し
て
た
な
ん
て
、
そ
ん
な
」 

 
 

 

と
、
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。 

彩
美
「
山
川
さ
ん
返
事
し
な
く
て
良
い
ん
で
手
動
か 

し
て
下
さ
い
」 

山
川
「
は
、
は
い
！
」 

 
 

 

と
、
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
直
し
て
い
く
。 

上
島
「
週
刊
誌
に
載
っ
て
た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
集
合
写 

真
。
あ
れ
に
、
水
田
さ
ん
が
良
く
行
く
バ
ー
の
店

長
が
写
っ
て
い
ま
し
た
」 

 
 

 

上
島
の
方
を
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
山
川
。 

悲
し
げ
な
顔
で
ド
ミ
ノ
を
立
て
て
い
る
。 

 
 

 

修
復
を
進
め
る
川
藤
、
驚
き
な
が
ら
、 

川
藤
「
マ
ジ
か
よ
」 

上
島
「
表
向
き
は
後
輩
芸
人
に
誘
わ
れ
た
っ
て
な
っ 

て
ま
す
け
ど
、
実
は
水
田
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
ん
で 
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す
よ
ね
？
」 

 
 

 

山
川
、
手
を
動
か
し
な
が
ら
、
上
島
と
彩
美

を
交
互
に
チ
ラ
見
す
る
。 

上
島
「
こ
の
間
記
事
で
見
ま
し
た
よ
。
地
上
波
の
番 

組
に
出
る
の
は
、
約
５
年
ぶ
り
だ
っ
て
。
ず
っ
と 

苦
し
い
思
い
し
て
き
た
は
ず
で
す
」 

 
 

 

彩
美
は
山
川
を
睨
み
、
「
修
復
を
進
め
ろ
」

と
顎
を
動
か
し
合
図
を
送
る
。 

 
 

 

山
川
、
お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら
、 

山
川
「
そ
れ
は
、
そ
れ
は
」 

上
島
「
ま
あ
い
い
で
す
。
そ
の
反
応
を
見
れ
ば
大
体 

分
か
り
ま
す
」 

川
藤
「
水
田
さ
ん
っ
て
、
や
っ
ぱ
ヤ
バ
い
奴
だ
っ
た 

ん
す
ね
」 

上
島
「
皆
知
ら
な
い
だ
け
で
、
あ
い
つ
は
ヤ
バ
い 

よ
。
川
藤
も
よ
～
く
知
っ
て
ん
だ
ろ
？ 

４
年
前 

の
『
つ
じ
つ
ま
ア
ワ
ー
』
の
時
だ
っ
て
」 

 
 

 

と
言
い
か
け
、
彩
美
が
遮
っ
て
、 

彩
美
「
上
島
さ
ん
！
」 

上
島
「
彩
美
だ
っ
て
恨
み
あ
ん
だ
ろ
！
」 
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彩
美
「
い
や
私
は
」 

上
島
「
水
田
に
レ
イ
プ
さ
れ
た
」 

 
 

 

彩
美
の
表
情
が
無
く
な
っ
て
い
く
。 

川
藤
「
え
ヤ
バ
っ
！ 

マ
ジ
？
」 

彩
美
「
何
よ
、
そ
れ
」 

上
島
「
悪
い
な
。
ト
ラ
ウ
マ
だ
ろ
う
し
、
話
し
た
く 

な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
い
つ
か
は
話
さ
な
き
ゃ
。
夫

婦
だ
か
ら
な
」 

 
 

 

怒
り
が
こ
み
上
げ
て
く
る
彩
美
。 

彩
美
「
ク
ソ
が
」 

上
島
の
も
と
に
行
こ
う
と
立
ち
上
が
る
彩
美
。 

山
川
「
足
元
！
」 

 
 

 

ハ
ッ
と
し
て
立
ち
止
ま
る
彩
美
。 

山
川
「
あ
、
足
元
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

下
を
向
く
彩
美
。 

 
 

 

つ
ま
先
の
少
し
先
に
ド
ミ
ノ
が
並
ん
で
い
る
。 

山
川
「
じ
、
自
分
が
言
え
た
事
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
」 

 
 

 

彩
美
、
立
っ
た
状
態
で
上
島
を
睨
み
な
が
ら
、 

彩
美
「
も
う
夫
婦
じ
ゃ
な
い
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
」 

上
島
「
俺
は
ま
だ
新
婚
気
分
だ
。
彩
美
、
何
で
相
談 
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し
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
俺
は
、
悲
し
い
よ
」 

彩
美
「
そ
の
件
が
起
き
た
時
は
も
う
別
居
し
て
た
か 

ら
。
他
人
に
相
談
す
る
義
務
無
い
か
ら
！
」 

 
 

 

上
島
、
感
情
が
高
ぶ
っ
て
立
ち
上
が
り
、 

上
島
「
い
や
そ
ん
な
言
い
方
！
」 

山
川
「
足
元
！
」 

上
島
「
分
か
っ
て
る
よ
！
」 

 
 

 

と
、
山
川
に
向
か
っ
て
。 

山
川
「
す
す
す
す
い
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

と
、
委
縮
す
る
。 

上
島
「
知
り
合
い
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
聞
い
た
よ
。 

番
組
の
打
ち
上
げ
で
、
二
次
会
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行

っ
た
ろ
。
違
う
部
屋
で
、
彩
美
が
襲
わ
れ
そ
う
に

な
っ
て
る
の
を
見
た
っ
て
」 

 
 

 

力
無
く
そ
の
場
に
座
り
込
む
彩
美
。 

彩
美
、
倒
れ
て
い
る
ド
ミ
ノ
を
見
つ
め
、 

彩
美
「
話
し
た
く
な
い
」 

上
島
「
分
か
っ
た
。
川
藤
と
俺
は
知
っ
て
の
通
り
だ
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
川
藤
の
顔
を
見
る
。 

川
藤
も
上
島
を
見
つ
め
、
険
し
い
表
情
に
な 
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っ
て
い
く
。 

上
島
「
お
前
が
大
フ
ァ
ン
の
本
橋
満
里
奈
。
水
田
の 

せ
い
で
自
殺
未
遂
起
こ
し
た
ろ
」 

山
川
「
え
、
ど
ど
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」 

上
島
「
知
ら
な
い
ん
で
す
か
？ 

山
川
さ
ん
」 

山
川
「
詳
し
い
話
は
あ
ま
り
。
疎
く
て
す
い
ま
せ
ん
」 

上
島
「
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
」 

川
藤
「
そ
の
話
止
め
ま
し
ょ
う
よ
、
気
分
悪
く
な
る 

ん
で
」 

 
 

 

彩
美
が
重
い
腰
を
上
げ
、
渋
々
ド
ミ
ノ
を
立

て
始
め
る
。 

山
川
「
う
わ
っ
！ 

そ
う
い
う
事
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」 

 
 

 

山
川
が
ス
マ
ホ
で
調
べ
て
い
る
。 

 
 

 

山
川
、
朗
読
し
始
め
、 

山
川

「
『

つ
じ
つ
ま
ア
ワ
ー
』
と
い
う
番
組
に
出
演 

し
て
い
た
ア
イ
ド
ル
の
本
橋
満
里
奈
さ
ん
。
ヤ
ラ

セ
の
演
出
に
従
っ
て
い
た
事
が
判
明
し
、

SNS

で

大
炎
上
。
誹
謗
中
傷
や
色
々
な
デ
マ
も
拡
散
さ
れ
、

本
橋
さ
ん
は
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
６
階
か
ら
飛
び
降

り
、
意
識
不
明
の
重
体
に
。
現
在
活
動
休
止
中
」 
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川
藤
「
そ
の
話
止
め
ろ
っ
て
言
い
ま
し
た
よ
ね
！
」 

山
川
「
あ
ー
！ 

す
す
す
い
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

と
、
急
い
で
ス
マ
ホ
を
し
ま
う
。 

上
島
「
川
藤
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
る
ほ
ど
だ
。 

水
田
の
事
殺
し
た
い
ぐ
ら
い
だ
ろ
？
」 

 
 

 

上
島
を
睨
ん
で
い
る
川
藤
。 

 
 

 

彩
美
が
ド
ミ
ノ
を
直
し
な
が
ら
、
汗
を
拭
う
。 

 
 

 

目
に
力
を
入
れ
集
中
を
保
と
う
と
す
る
彩
美
。 

山
川
「
な
、
何
で
上
島
さ
ん
も
？
」 

上
島
「
俺
は
そ
の
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
ん 

で
、
半
年
間
の
出
勤
停
止
。
そ
の
後
は
左
遷
さ
れ

て
、
現
場
で
陰
口
叩
か
れ
る
は
、
散
々
で
し
た
」 

山
川
「
そ
う
な
ん
で
す
か
！
？
」 

上
島
「
本
当
に
何
も
知
ら
な
い
ん
で
す
ね
」 

山
川
「
し
、
知
ら
な
い
で
す
よ
。
僕
も
あ
の
事
件
か 

ら
、
誹
謗
中
傷
が
酷
く
て
、
ネ
ッ
ト
が
、
見
れ
な 

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
」 

上
島
「
な
る
ほ
ど
。
ま
あ
と
に
か
く
、
倫
理
委
員
会 

に
は
僕
の
独
断
で
演
出
し
た
こ
と
だ
と
伝
え
ま
し 

た
。
け
ど
、
事
の
真
相
が
、
匿
名
で

SNS

に
拡
散 
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さ
れ
た
ん
で
す
」 

山
川
「
真
相
っ
て
」 

上
島
「
俺
が
ヤ
ラ
セ
を
し
た
の
は
、
水
田
さ
ん
の
指 

示
だ
っ
た
っ
て
言
う
こ
と
で
す
。
ど
の
ス
タ
ッ
フ 

か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
余
計
な
お
世
話
で
す
よ
」 

 
 

 

彩
美
が
ド
ミ
ノ
を
直
し
な
が
ら
上
島
を
睨
む
。 

山
川
「
そ
ん
な
。
何
で
本
当
の
こ
と
、
言
わ
な
か
っ 

た
ん
で
す
か
？
」 

上
島
「
水
田
さ
ん
に
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
俺
の
名
前 

は
出
す
な
っ
て
。
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
出
来
な

く
な
る
か
ら
っ
て
。
水
田
さ
ん
に
反
旗
を
翻
し
た

ら
、
俺
な
ん
か
永
久
追
放
で
す
よ
」 

山
川
「
俺
と
、
同
じ
だ
」 

上
島
「
え
？
」 

 
 

 

山
川
を
見
る
川
藤
。 

 
 

 

山
川
、
苦
笑
し
な
が
ら
、 

山
川
「
お
、
俺
も
、
水
田
さ
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。 

記
者
と
か
警
察
と
か
に
、
俺
の
名
前
は
出
す
な
っ 

て
。
俺
が
こ
の
業
界
か
ら
い
な
く
な
っ
た
ら
、
番 

組
に
呼
べ
な
く
な
る
か
ら
っ
て
」 
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上
島
、
驚
い
て
、 

上
島
「
本
当
で
す
か
？
」 

山
川
「
お
、
俺
は
、
信
じ
る
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
。 

馬
鹿
な
ん
で
。
け
、
け
ど
、
や
っ
と
５
年
経
っ
た

今
、
こ
の
４
８
時
間
テ
レ
ビ
の
深
夜
帯
に
５
分
だ

け
出
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！ 

彩
美
さ
ん
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
彩
美
に
向
く
。 

彩
美
「
え
？
」 

 
 

 

汗
だ
く
で
顔
色
の
悪
い
彩
美
。 

山
川
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
深
く
頭
を
下
げ
る
。 

 
 

 

彩
美
、
少
し
気
ま
ず
そ
う
に
、 

彩
美
「
い
え
、
そ
ん
な
」 

 
 

 

少
し
朦
朧
と
し
な
が
ら
、
ド
ミ
ノ
を
直
し
始

め
る
彩
美
。 

 
 

 

上
島
、
拳
を
強
く
握
り
な
が
ら
、 

上
島
「
山
川
さ
ん
の
話
聞
い
て
、
よ
ー
く
分
か
っ
た
。

や
っ
ぱ
り
ク
ズ
だ
よ
、
水
田
は
」 

川
藤
、
上
島
に
嫌
み
っ
ぽ
く
、 

川
藤
「
水
田
に
恩
売
り
た
か
っ
た
だ
け
で
し
ょ
？
」 
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上
島
「
は
？
」 

川
藤
「
何
が
『
反
旗
を
翻
す
』
で
す
か
。
カ
ッ
コ
つ 

け
た
こ
と
言
わ
な
い
で
下
さ
い
よ
。
上
島
さ
ん
」 

上
島
「
な
ん
だ
っ
て
？
」 

川
藤
「
本
橋
満
里
奈
と
い
う
一
人
の
人
生
を
狂
わ
せ 

た
ん
で
す
。
上
島
さ
ん
も
そ
れ
に
加
担
し
た
。
忘

れ
な
い
で
下
さ
い
」 

 
 

 

川
藤
を
見
た
ま
ま
、
黙
る
上
島
。 

川
藤
「
満
里
奈
は
俺
の
生
活
の
一
部
で
し
た
。
そ
ん 

ぐ
ら
い
推
し
て
た
ん
す
よ
」 

上
島
「
い
や
、
俺
だ
っ
て
、
い
く
ら
水
田
さ
ん
の
指 

示
だ
っ
た
と
は
い
え
、
俺
に
も
責
任
が
あ
る
こ
と

は
分
か
っ
て
る
よ
！
」 

川
藤
「
あ
の
時
上
島
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
断
っ
て
れ
ば
、 

あ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
ん
す
よ
！
」 

 
 

 

上
島
、
怒
っ
て
立
ち
上
が
り
、 

上
島
「
お
前
、
簡
単
に
言
う
な
よ
！
？ 

ど
の
立
場 

に
も
立
っ
た
こ
と
な
い
お
前
が
！
」 

 
 

 

川
藤
も
立
ち
上
が
っ
て
、 

川
藤
「
立
場
な
ん
か
関
係
無
い
で
し
ょ
！
」 
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山
川
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
！ 

お
二
人
と
も
お
ち
ち
、 

落
ち
着
い
て
！
」 

 
 

 

突
然
彩
美
が
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
。 

 
 

 

彩
美
、
意
識
朦
朧
と
し
な
が
ら
、 

彩
美
「
う
る
さ
い
、
早
く
、
ド
ミ
ノ
・
・
・
」 

 
 

 

意
識
を
失
い
、
ド
ミ
ノ
の
上
に
倒
れ
る
彩
美
。 

 
 

 

波
の
よ
う
に
、
何
列
も
同
時
に
倒
れ
て
い
く
。 

上
島
「
彩
美
！
」 

 
 

 

と
、
彩
美
の
も
と
に
向
か
お
う
と
す
る
が
、 

倒
れ
て
行
く
ド
ミ
ノ
を
見
て
立
ち
止
ま
る
。 

山
川
「
う
わ
～
！ 

や
ば
い
や
ば
い
！
」 

 
 

 

と
、
慌
て
て
止
め
に
行
こ
う
と
す
る
が
、
足

元
の
ド
ミ
ノ
を
蹴
っ
て
し
ま
う
。 

山
川
の
足
元
か
ら
さ
ら
に
倒
れ
て
い
く
。 

山
川
「
あ
～
ど
う
し
よ
う
ど
う
し
よ
う
！ 

最
悪
だ 

～
！
」 川

藤
、
倒
れ
る
ド
ミ
ノ
に
向
か
い
な
が
ら
、

山
川
の
方
を
見
て
、 

川
藤
「
何
や
っ
て
ん
す
か
！
」 

 
 

 

倒
れ
て
行
く
ド
ミ
ノ
は
、
徐
々
に
ア
リ
ー
ナ 
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中
心
に
あ
る
立
体
タ
ワ
ー
に
近
付
い
て
い
く
。 

 
 

 

上
島
が
足
元
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
急
ぎ
足

で
倒
れ
る
ド
ミ
ノ
に
向
か
っ
て
い
る
。 

上
島
「
山
川
さ
ん
落
ち
着
い
て
！ 

動
か
な
い
で
く 

だ
さ
い
！
」 

 
 

 

山
川
、
涙
目
で
、 

山
川
「
す
す
す
い
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

と
、
変
な
体
勢
で
硬
直
す
る
。 

 
 

 

彩
美
か
ら
倒
れ
始
め
た
ド
ミ
ノ
が
進
ん
で
い

る
。
上
島
が
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
腕
を
入
れ

る
が
、
先
の
ド
ミ
ノ
が
崩
れ
て
し
ま
う
。 

上
島
「
ク
ソ
！
」 

 
 

 

上
島
は
強
引
に
腕
で
列
を
な
ぎ
倒
し
、
ド
ミ

ノ
の
波
を
止
め
る
。 

 
 

 

山
川
が
蹴
っ
た
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
進
ん
で
い
る
。 

川
藤
が
上
島
と
同
じ
よ
う
に
、
な
ぎ
倒
す
よ 

う
に
ド
ミ
ノ
を
止
め
る
。 

 
 

 

山
川
、
両
手
で
頭
を
抱
え
、
怯
え
る
よ
う
に
、 

山
川
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
」 

 
 

 

と
、
く
り
返
し
な
が
ら
。 
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彩
美
の
も
と
に
上
島
が
駆
け
付
け
る
。 

 
 

 

上
島
、
彩
美
を
抱
き
か
か
え
、 

上
島
「
彩
美
、
彩
美
！
」 

 
 

 

目
を
開
け
な
い
彩
美
。 

 
 

 
川
藤
も
彩
美
の
も
と
に
駆
け
付
け
る
。 

 
 

 

川
藤
、
焦
り
な
が
ら
、 

川
藤
「
だ
、
大
丈
夫
っ
す
か
！
？
」 

 
 

 

上
島
、
彩
美
を
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
、 

上
島
「
し
っ
か
り
し
ろ
っ
て
、
彩
美
！
」 

川
藤
、
携
帯
を
取
り
出
し
、 

川
藤
「
救
急
車
、
救
急
車
」 

 
 

 

上
島
、
川
藤
に
向
か
っ
て
、 

上
島
「
ダ
メ
だ
！
」 

川
藤
「
は
？
」 

 
 

 

上
島
、
悩
み
始
め
、 

上
島
「
い
や
ち
ょ
っ
と
待
て
。
ク
ソ
、
ど
う
し
よ
う
」 

川
藤
「
何
迷
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

上
島
「
機
密
事
項
っ
て
言
っ
た
ろ
！ 

水
田
さ
ん
が
」 

 
 

 

川
藤
、
顔
を
引
き
つ
ら
せ
、 

川
藤
「
い
や
、
さ
す
が
に
ヤ
バ
い
っ
し
ょ
、
こ
れ
は
」 
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上
島
「
こ
の
件
に
は
事
件
性
が
あ
る
。
バ
レ
た
ら
番 

組
自
体
が
終
わ
る
」 

川
藤
「
い
や
、
だ
か
ら
っ
て
」 

 
 

 

山
川
、
突
然
大
声
で
、 

山
川
「
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ 

ー
い
！
」 

 
 

 

驚
い
て
山
川
に
振
り
向
く
上
島
と
川
藤
。 

山
川
「
僕
が
い
け
な
い
ん
で
す
僕
が
！ 

僕
の
せ
い 

で
争
わ
な
い
で
下
さ
い
。
喧
嘩
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

本
当
嫌
い
な
ん
で
」 

 
 

 

上
島
と
川
藤
が
怪
訝
に
山
川
を
見
つ
め
て
い

る
。
彩
美
が
目
を
開
く
。 

 
 

 

川
藤
、
そ
れ
に
気
づ
き
、 

川
藤
「
彩
美
さ
ん
！
」 

 
 

 

上
島
も
彩
美
を
見
て
、 

上
島
「
彩
美
！ 

大
丈
夫
か
！
」 

彩
美
「
大
丈
夫
、
多
分
、
た
だ
の
熱
中
症
」 

 
 

 

安
堵
す
る
上
島
。 

上
島
「
良
か
っ
た
」 

 
 

 

上
島
、
川
藤
に
向
か
っ
て
、 
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上
島
「
と
り
あ
え
ず
、
管
理
事
務
所
に
連
れ
て
行
こ 

う
。
休
め
る
所
が
あ
る
か
も
」 

川
藤
「
は
、
は
い
！
」 

 
 

 

彩
美
を
心
配
そ
う
に
見
て
い
る
山
川
。 

 

○
同
・
救
護
室
・
中 

 
 

 

上
島
、
川
藤
、
管
理
人
の
３
人
が
、
彩
美
が

横
に
な
る
ベ
ッ
ド
の
横
に
立
っ
て
い
る
。 

管
理
人
「
本
当
に
良
い
ん
で
す
か
？ 

救
急
車
呼
ば 

な
く
て
」 

 
 

 

彩
美
、
苦
渋
の
表
情
で
、 

彩
美
「
本
当
に
、
大
丈
夫
な
ん
で
」 

 
 

 

心
配
そ
う
に
彩
美
を
見
つ
め
て
い
る
上
島
と

川
藤
。
彩
美
、
上
島
に
向
か
っ
て
、 

彩
美
「
ご
め
ん
、
本
当
に
。
迷
惑
掛
け
ち
ゃ
っ
て
」 

上
島
「
全
然
。
無
理
し
な
い
で
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
」 

 

○
同
・
ア
リ
ー
ナ
ま
で
の
通
路 

 
 

 

上
島
と
川
藤
が
ア
リ
ー
ナ
に
戻
っ
て
い
る
。 

 
 

 

電
話
を
掛
け
て
い
る
上
島
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 33 

 
 

 

上
島
、
電
話
を
切
り
、 

上
島
「
ダ
メ
だ
。
出
な
い
」 

川
藤
「
こ
れ
、
絶
対
な
ん
か
お
か
し
い
っ
す
よ
」 

上
島
「
分
か
っ
て
る
よ
。
最
初
か
ら
お
か
し
い
だ
ろ
」 

川
藤
「
水
田
さ
ん
の
電
話
一
向
に
繋
が
ら
な
い
し
、 

も
う
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
応
援

呼
び
ま
し
ょ
う
よ
！
」 

上
島
「
何
か
考
え
が
あ
る
ん
だ
っ
て
！ 

水
田
さ
ん 

に
も
」 

 

○
同
・
ア
リ
ー
ナ
・
中 

 
 

 

扉
が
開
き
、
上
島
と
川
藤
が
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

上
島
が
山
川
を
見
て
、
目
を
細
め
る
。 

 
 

 

電
話
し
て
い
る
山
川
。 

 
 

 

近
づ
い
て
い
く
上
島
と
川
藤
。 

上
島
「
山
川
さ
ん
？
」 

 
 

 

山
川
、
電
話
し
な
が
ら
、 

山
川
「
あ
の
～
、
４
８
時
間
テ
レ
ビ
の
、
ド
ミ
ノ
企 

画
の
件
の
件
な
ん
で
す
け
ど
～
」 

上
島
「
ふ
ざ
け
」 
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と
言
っ
て
、
山
川
に
駆
け
て
い
く
。 

山
川
「
今
頑
張
っ
て
直
し
て
は
い
る
ん
で
す
け
ど
、 

は
い
、
は
い
、
え
？
」 

上
島
が
山
川
の
携
帯
を
奪
い
取
る
。 

山
川
「
ち
ょ
、
何
や
っ
て
る
ん
で
す
か
！
」 

 
 

 

上
島
、
通
話
を
切
っ
て
、 

上
島
「
こ
っ
ち
の
セ
リ
フ
で
す
よ
！ 

何
勝
手
に
電 

話
し
て
る
ん
で
す
か
！
」 

山
川
「
し
、
知
ら
な
い
番
号
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
ん 

で
、
掛
け
直
し
て
み
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
水
田

さ
ん
で
」 

上
島
「
水
田
さ
ん
！
？
」 

川
藤
「
ガ
チ
っ
す
か
！
？
」 

 
 

 

上
島
、
怪
訝
に
眉
を
ひ
そ
め
、 

上
島
「
知
ら
な
い
番
号
？ 

あ
れ
？
」 

山
川
「
も
う
限
界
で
し
ょ
！ 

水
田
さ
ん
に
応
援
呼 

ん
で
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
秘
密
基
地
な 

ん
て
言
っ
て
ら
ん
な
い
で
し
ょ
！
」 

川
藤
「
機
密
事
項
な
」 

山
川
「
て
、
っ
て
て
て
い
う
か
！ 

水
田
さ
ん
知
ら 
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な
い
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
！ 

こ
の
こ
と
」 

上
島
「
え
？
」 

川
藤
「
知
ら
な
い
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
っ
す
か
？
」 

 
 

 

上
島
の
携
帯
が
鳴
り
、
取
り
出
し
て
画
面
を

見
る
。
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
着
信
。 

 
 

 

川
藤
、
そ
れ
を
見
て
、 

川
藤
「
う
わ
っ
、
そ
れ
も
し
か
し
て
」 

 
 

 

山
川
、
上
島
の
携
帯
画
面
を
見
て
、 

山
川
「
あ
、
同
じ
番
号
か
も
！
」 

 
 

 

恐
る
恐
る
、
電
話
に
出
て
み
る
上
島
。 

上
島
「
は
い
。
上
島
で
す
」 

水
田
の
声
「
お
い
上
島
、
お
せ
え
よ
、
早
く
出
ろ
よ
」 

 
 

 

上
島
、
緊
迫
の
表
情
で
、 

上
島
「
水
田
さ
ん
、
で
す
か
？
」 

 
 

 

上
島
の
携
帯
に
耳
を
近
づ
け
る
川
藤
と
山
川
。 

水
田
の
声
「
そ
う
だ
よ
。
び
っ
く
り
し
た
よ
、
起
き 

た
ら
携
帯
無
く
な
っ
て
て
さ
」 

上
島
「
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」 

水
田
の
声
「
て
い
う
こ
と
で
、
も
し
何
か
あ
っ
た
ら 

こ
れ
に
掛
け
る
よ
う
に
。
っ
て
、
彩
美
に
も
言
っ 
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と
い
て
く
れ
。
じ
ゃ
」 

上
島
「
待
っ
て
下
さ
い
！
」 

 
 

 

水
田
、
イ
ラ
つ
き
な
が
ら
、 

水
田
の
声
「
何
だ
よ
」 

上
島
「
え
～
っ
と
、
そ
の
」 

水
田
の
声
「
早
く
し
ろ
よ
時
間
ね
え
ん
だ
よ
！ 

色 

ん
な
人
に
連
絡
し
な
き
ゃ
な
ん
だ
か
ら
さ
！
」 

上
島
「
す
い
ま
せ
ん
す
い
ま
せ
ん
！ 

ド
ミ
ノ
企
画
、 

も
う
大
丈
夫
で
す
か
？
」 

 
 

 

川
藤
と
山
川
、
緊
迫
の
表
情
。 

水
田
の
声
「
は
？ 

ド
ミ
ノ
が
な
ん
だ
よ
」 

上
島
「
あ
い
や
、
す
い
ま
せ
ん
。
間
違
え
ま
し
た
。 

で
は
、
失
礼
し
ま
す
」 

水
田
の
声
「
じ
ゃ
」 

 
 

 

と
、
電
話
を
切
ら
れ
る
。 

 
 

 

呆
然
と
し
て
い
る
上
島
。 

川
藤
「
水
田
さ
ん
、
マ
ジ
で
こ
の
件
知
ら
な
か
っ
た 

ん
で
す
か
？
」 

上
島
「
水
田
さ
ん
の
携
帯
は
、
盗
ま
れ
た
ん
だ
」 

川
藤
「
は
？
」 
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山
川
「
え
？ 

誰
に
で
す
か
？
」 

上
島
「
ド
ミ
ノ
を
倒
し
た
犯
人
で
す
よ
。
俺
に
来
た 

電
話
は
、
水
田
さ
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」 

川
藤
「
え
、
で
も
、
水
田
さ
ん
の
声
は
」 

上
島
「
電
話
に
出
た
ら
す
ぐ
に
切
ら
れ
た
。
声
は
聴 

い
て
な
い
。
そ
の
後
す
ぐ
に
あ
の
メ
ー
ル
が
来
た
」 

 
 

 

川
藤
、
驚
愕
し
、 

川
藤
「
マ
ジ
か
よ
」 

山
川
「
え
ー
！ 

じ
ゃ
あ
誰
が
送
っ
た
の
あ
れ
！ 

 

怖
い
よ
怖
い
よ
！
」 

 
 

 

上
島
、
頭
を
両
手
で
抱
え
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に

し
て
、 

上
島
「
マ
ジ
ど
う
な
っ
て
ん
だ
よ
！
」 

川
藤
「
も
う
わ
け
わ
か
ん
ね
え
」 

山
川
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
じ
、
じ
ゃ
あ
応
援
呼
べ 

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！ 

す
ぐ
に
か
、
掛
け
直
し

て
、
全
部
素
直
に
話
し
ま
し
ょ
う
よ
！
」 

上
島
「
い
や
」 

川
藤
「
そ
う
で
す
よ
。
何
迷
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

上
島
「
お
前
ら
は
良
い
よ
な
！
」 
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と
、
急
に
怒
鳴
る
。 

 
 

 

川
藤
と
山
川
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
、 

川
藤
「
う
わ
っ
、
び
っ
く
り
し
た
」 

上
島
「
大
し
た
責
任
追
わ
な
く
て
い
い
か
ら
な
！
」 

川
藤
「
い
い
加
減
に
し
て
く
だ
さ
い
よ
。
番
組
ポ
シ 

ャ
っ
た
ら
ど
う
す
ん
す
か
！
」 

上
島
「
俺
ら
三
人
で
、
直
せ
る
所
ま
で
直
す
。
せ
め 

て
も
の
土
産
と
し
て
、
犯
人
も
特
定
す
る
」 

川
藤
「
ヤ
バ
」 

山
川
「
そ
ん
な
の
無
茶
で
す
よ
！
」 

上
島
「
新
し
い
番
組
始
ま
る
ん
で
す
よ
！ 

水
田
さ 

ん
の
口
利
き
で
決
ま
っ
た
番
組
で
す
」 

 
 

 

上
島
を
見
な
が
ら
、
川
藤
の
顔
が
引
き
つ
っ

て
い
る
。 

上
島
「
ド
ミ
ノ
が
倒
さ
れ
た
の
は
、
俺
の
管
理
不
行 

き
届
き
で
す
。
犯
人
が
特
定
出
来
な
か
っ
た
ら
、 

俺
が
犯
人
み
た
い
な
も
ん
な
ん
で
す
よ
」 

山
川
「
そ
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
っ
て
」 

上
島
「
俺
は
、
取
ら
な
く
て
い
い
責
任
は
、
絶
対
に 

取
ら
な
い
」 
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上
島
、
川
藤
に
向
か
っ
て
、 

上
島
「
あ
の
ヤ
ラ
セ
事
件
か
ら
、
そ
う
し
た
方
が
良 

い
っ
て
学
ん
だ
ん
だ
よ
」 

 
 

 

上
島
を
睨
ん
で
い
る
川
藤
。 

 
 

 
上
島
を
悲
し
げ
に
見
つ
め
て
い
る
山
川
。 

 
 

 

掛
け
時
計
の
針
が
早
送
り
で
進
ん
で
い
く
。 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

掛
け
時
計
の
針
が
１
４
時
６
分
で
止
ま
る
。 

 
 

 

上
島
、
川
藤
、
山
川
が
黙
々
と
修
復
を
進
め

て
い
る
。 

山
川
「
あ
、
彩
美
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
ね
？
」 

上
島
「
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。
保
健
室
み
た
い
な
と
こ 

ろ
で
休
ん
で
る
ん
で
」 

川
藤
「
上
島
さ
ん
・
・
・
」 

上
島
「
何
だ
」 

川
藤
「
俺
が
一
番
憎
い
の
は
、
水
田
や
、
上
島
さ
ん 

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」 

上
島
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
」 

川
藤
「
俺
が
一
番
憎
い
の
は
、
何
の
責
任
も
感
じ
な 

い
で
、
顔
も
名
前
も
隠
し
て
人
を
崖
っ
ぷ
ち
ま
で 
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追
い
込
む
奴
ら
で
す
」 

 
 

 

黙
っ
て
川
藤
を
見
つ
め
る
上
島
。 

川
藤
「
上
島
さ
ん
も
、
そ
う
い
う
奴
ら
と
同
じ
に
な 

り
た
い
ん
す
か
？
」 

上
島
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
」 

川
藤
「
じ
ゃ
あ
、
水
田
さ
ん
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
」 

上
島
「
こ
こ
だ
け
で
終
わ
ら
せ
た
方
が
良
い
」 

川
藤
「
黙
っ
て
て
も
、
い
い
こ
と
な
い
っ
す
よ
」 

上
島
「
・
・
・
」 

山
川
「
あ
、
あ
の
」 

川
藤
「
何
で
す
か
？
」 

山
川
「
ぼ
、
僕
の
、
闇
営
業
が
ば
れ
て
、
ネ
ッ
ト
で 

は
毎
日
言
葉
の
戦
争
で
し
た
。
矛
先
は
僕
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、
色
ん
な
所
で
飛
び
交
っ
て
、
関
係
な

い
所
で
も
、
戦
争
が
起
き
て
ま
し
た
。
僕
の
せ
い

で
争
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
に
。
だ
か
ら
毎
日
毎
日
、

本
気
で
、
最
悪
の
事
を
考
え
て
ま
し
た
」 

 
 

 

山
川
を
悲
し
げ
に
見
つ
め
て
い
る
川
藤
。 

 
 

 

上
島
も
真
剣
に
見
つ
め
て
い
る
。 

山
川
「
え
～
っ
と
、
橋
本
満
里
奈
さ
ん
も
」 
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川
藤
「
本
橋
で
す
。
本
橋
満
里
奈
」 

山
川
「
あ
あ
、
す
い
ま
せ
ん
。
も
、
本
橋
さ
ん
の
気 

持
ち
も
、
そ
れ
に
怒
る
川
藤
さ
ん
の
気
持
ち
も
、 

僕
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す
」 

 
 

 
山
川
、
上
島
を
見
つ
め
、 

山
川
「
う
、
上
島
さ
ん
が
、
悪
い
方
に
加
担
し
な
い 

こ
と
を
、
願
っ
て
ま
す
」 

 
 

 

山
川
を
見
つ
め
る
上
島
。 

 
 

 

扉
が
開
き
、
彩
美
が
入
っ
て
く
る
。 

山
川
「
あ
」 

上
島
「
彩
美
！
」 

川
藤
「
彩
美
さ
ん
！
」 

 
 

 

じ
っ
と
り
汗
を
か
き
、
顔
色
の
悪
い
彩
美
。 

上
島
「
も
う
、
大
丈
夫
な
の
か
？
」 

 
 

 

彩
美
、
座
り
込
み
、
修
復
を
始
め
て
、 

彩
美
「
大
丈
夫
。
私
も
手
伝
わ
な
い
と
、
一
応
」 

上
島
、
彩
美
を
見
な
が
ら
眉
を
ひ
そ
め
、 

上
島
「
い
ち
お
う
？
」 

彩
美
「
だ
っ
て
、
も
う
応
援
来
る
じ
ゃ
ん
」 

上
島
「
は
？
」 
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川
藤
と
山
川
も
彩
美
を
見
る
。 

彩
美
「
さ
っ
き
私
に
も
連
絡
来
た
よ
。
ミ
ズ
ミ
ズ
、 

あ
い
や
、
水
田
さ
ん
か
ら
」 

 
 

 

上
島
、
驚
い
て
立
ち
上
が
り
、 

上
島
「
お
い
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
そ
れ
」 

彩
美
「
上
島
に
も
連
絡
し
た
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
。 

ド
ミ
ノ
が
倒
さ
れ
て
た
こ
と
報
告
し
な
か
っ
た
ん

だ
ね
」 

 
 

 

上
島
は
彩
美
を
睨
み
、
拳
が
強
く
握
ら
れ
て

い
く
。 

 
 

 

彩
美
、
少
し
悲
し
げ
に
、 

彩
美
「
変
わ
ら
な
い
よ
ね
、
本
当
。
呆
れ
た
よ
。
ま 

あ
、
あ
ん
た
が
何
と
言
お
う
と
も
う
他
の
ス
タ
ッ 

フ
が
来
る
か
ら
」 

 
 

 

山
川
、
安
堵
し
て
、 

山
川
「
良
か
っ
た
」 

彩
美
「
水
田
さ
ん
ブ
チ
切
れ
て
た
よ
？ 

何
で
も
っ 

と
早
く
報
告
し
な
か
っ
た
ん
だ
、
っ
て
」 

 
 

 

上
島
、
彩
美
の
も
と
に
行
き
、
胸
倉
を
掴
み

上
げ
る
。 
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山
川
「
上
島
さ
ん
！
」 

川
藤
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

上
島
「
ふ
ざ
け
ん
な
、
も
っ
と
良
い
方
法
が
あ
っ
た 

だ
ろ
！
」 

 
 

彩
美
、
鼻
で
笑
い
な
が
ら
、 

彩
美
「
何
そ
れ
？
」 

上
島
「
犯
人
だ
っ
て
、
犯
人
だ
っ
て
ど
う
せ
こ
の
中 

に
い
る
ん
だ
よ
！ 
彩
美
が
報
告
す
る
前
に
、
俺

が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
」 

彩
美
「
犯
人
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
で
し
ょ
。
そ
れ 

警
察
の
仕
事
、
私
た
ち
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
。
私
た

ち
の
仕
事
は
こ
の
ド
ミ
ノ
を
完
成
さ
せ
て
番
組
を

無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
。
本
末
転
倒
な
こ
と
言
わ

な
い
で
、
ガ
キ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」 

 
 

 

上
島
が
彩
美
の
胸
倉
を
掴
み
な
が
ら
、
睨
ん

で
い
る
。 

彩
美
「
あ
と
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は 

犯
人
じ
ゃ
な
い
」 

上
島
「
は
？
」 

川
藤
「
え
？
」 
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山
川
「
な
、
な
ん
で
？
」 

彩
美
「
黙
っ
て
お
こ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
上
島
さ
ん 

が
そ
こ
ま
で
犯
人
に
拘
る
な
ら
、
ま
あ
、
い
い
か
。 

私
ミ
ズ
ミ
ズ
、
い
や
、
水
田
さ
ん
と
不
倫
し
て
た
」 

上
島
「
は
」 

山
川
「
え
～
！
」 

川
藤
「
マ
マ
マ
マ
ジ
か
！
」 

上
島
は
呆
然
と
し
、
彩
美
の
胸
倉
を
掴
む
両

手
を
下
ろ
し
て
い
く
。 

上
島
「
何
言
っ
て
、
る
ん
で
す
か
？
」 

彩
美
「
言
っ
た
通
り
だ
け
ど
。
上
島
さ
ん
の
知
り
合 

い
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
カ
ラ
オ
ケ
で
見
た
っ
て

言
っ
て
た
や
つ
、
あ
れ
違
う
か
ら
」 

 
 

 

上
島
、
徐
々
に
後
ろ
に
下
が
り
な
が
ら
、 

上
島
「
違
う
、
っ
て
？
」 

川
藤
「
う
わ
っ
、
マ
ジ
か
」 

山
川
「
き
、
き
聞
か
な
い
方
が
良
い
！
」 

上
島
「
何
だ
よ
、
そ
れ
」 

彩
美
「
あ
れ
は
、
ま
あ
、
イ
チ
ャ
つ
い
て
た
だ
け
、 

て
い
う
か
」 
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上
島
「
イ
チ
ャ
」 

彩
美
「
あ
ん
た
の
知
り
合
い
が
襲
わ
れ
て
た
っ
て
、 

勘
違
い
し
た
ん
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

彩
美
、
軽
く
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
、 

彩
美
「
ミ
ズ
ミ
ズ
、
抵
抗
さ
れ
る
の
、
好
き
だ
か
ら
」 

山
川
「
え
、
ミ
ミ
ズ
？
」 

 
 

 

上
島
の
呼
吸
が
荒
く
な
っ
て
い
く
。 

 
 

 

上
島
、
徐
々
に
下
が
り
な
が
ら
、 

上
島
「
嘘
だ
」 

 
 

 

上
島
の
足
元
に
ド
ミ
ノ
が
近
づ
い
て
く
る
。 

上
島
「
嘘
だ
、
い
つ
か
ら
」 

彩
美
「
２
年
前
ぐ
ら
い
？
」 

上
島
「
に
！ 

に
ね
ん
」 

川
藤
「
上
島
さ
ん
危
な
い
！
」 

山
川
「
ど
、
ド
ミ
ノ
！ 

足
元
！
」 

 
 

 

意
識
を
失
い
そ
う
に
な
り
、
後
ろ
に
倒
れ
て 

行
く
上
島
。 

そ
の
下
に
は
ド
ミ
ノ
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 

上
島
に
駆
け
て
い
く
川
藤
。 

 
 

 

上
島
を
冷
た
く
見
つ
め
て
い
る
彩
美
。 
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川
藤
が
寸
前
の
所
で
上
島
を
抱
き
か
か
え
る
。 

 
 

 

上
手
く
ド
ミ
ノ
の
列
の
間
に
足
を
入
れ
、
踏

ん
張
っ
て
い
る
川
藤
。 

川
藤
「
上
島
さ
ん
、
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

上
島
「
川
藤
」 

 
 

 

山
川
も
上
島
の
も
と
に
駆
け
寄
る
。 

 
 

 

川
藤
と
山
川
で
上
島
を
持
ち
上
げ
、
床
に
座

ら
せ
る
。 

彩
美
「
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
。
私
犯
人
じ 

ゃ
な
い
ん
で
。
後
は
三
人
で
言
い
争
っ
て
下
さ
い
」 

 
 

と
言
っ
て
、
修
復
を
再
開
す
る
。 

川
藤
「
上
島
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」 

山
川
「
救
護
室
、
行
き
ま
す
か
？
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
上
島
の
飲
料
を
差
し
出
す
。 

上
島
「
大
丈
夫
、
で
す
」 

 
 

 

勢
い
よ
く
飲
料
を
飲
む
上
島
。 

何
食
わ
ぬ
顔
で
ド
ミ
ノ
を
直
し
続
け
て
い
る 

彩
美
。 

上
島
「
不
倫
し
て
た
っ
て
言
う
こ
と
は
、
も
う
」 

彩
美
「
も
う
別
れ
た
。
振
ら
れ
ま
し
た
。
笑
え
ば
？
」 
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上
島
、
鼻
で
笑
い
、 

上
島
「
あ
っ
そ
う
。
じ
ゃ
あ
、
お
前
が
犯
人
の
可
能 

性
も
ま
だ
あ
る
な
」 

彩
美
「
は
？
」 

上
島
「
振
ら
れ
た
腹
い
せ
に
、
っ
て
な
」 

 
 

 

彩
美
、
舌
打
ち
し
て
、 

彩
美
「
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
あ
ん
た
が
一
番
怪
し
い 

じ
ゃ
な
い
！
」 

上
島
「
俺
は
」 

彩
美
「
水
田
さ
ん
は
あ
ん
た
ら
が
思
っ
て
る
よ
う
な 

人
間
じ
ゃ
な
い
。
本
当
は
良
い
人
な
の
！
」 

川
藤

「
（

半
笑
い
で
）
ま
さ
か
」 

 
 

 

彩
美
を
見
据
え
て
い
る
山
川
。 

彩
美
「
皆
に
厳
し
く
当
た
る
の
は
、
番
組
の
為
。
そ 

れ
は
、
皆
の
為
で
も
あ
る
の
」 

山
川
「
そ
そ
、
そ
ん
な
の
、
良
い
よ
う
に
捉
え
て
る 

だ
け
だ
！
」 

彩
美
「
山
川
さ
ん
を
営
業
に
誘
っ
た
の
は
、
水
田
さ 

ん
の
心
か
ら
の
善
意
。
水
田
さ
ん
も
、
反
社
が
関

わ
っ
て
る
な
ん
て
本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
」 
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山
川
「
お
、
俺
だ
っ
て
、
そ
う
言
わ
れ
た
よ
。
さ
、 

最
初
は
、
最
初
は
信
じ
て
た
け
ど
」 

彩
美
「
今
回
山
川
さ
ん
の
出
演
を
依
頼
し
た
の
は
、 

水
田
さ
ん
に
頼
ま
れ
た
か
ら
で
す
」 

山
川
「
そ
、
そ
ん
な
。
も
う
分
か
ん
な
い
よ
！ 

だ
、 

誰
を
恨
め
ば
い
い
ん
だ
よ
！
」 

彩
美
「
上
島
と
川
藤
は
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
る
っ 

て
、
ミ
ズ
ミ
ズ
い
つ
も
言
っ
て
た
」 

上
島
「
嘘
だ
、
あ
ん
な
の
善
意
じ
ゃ
な
い
」 

彩
美
「
一
番
悪
意
が
あ
る
の
は
、
あ
な
た
よ
。
上
島 

さ
ん
」 

上
島
「
何
？
」 

彩
美
「
上
島
が
ヤ
ラ
セ
を
し
た
の
は
、
良
い
演
出
を 

追
い
求
め
て
厳
し
く
し
た
自
分
の
責
任
で
も
あ
る

け
ど
、
俺
の
指
示
じ
ゃ
な
い
っ
て
」 

 
 

 

川
藤
、
驚
い
て
上
島
を
見
る
。 

上
島
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
。

SNS

で
も
晒
さ
れ 

た
だ
ろ
ー
が
。
あ
い
つ
が
指
示
し
た
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 

川
藤
の
携
帯
が
鳴
る
。
電
話
に
出
る
川
藤
。 

川
藤
「
も
し
も
し
？
」 
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彩
美
「
本
当
だ
っ
て
、
だ
か
ら
今
で
も
上
島
さ
ん
の 

事
気
に
か
け
て
く
れ
て
る
ん
じ
ゃ
ん
！ 

水
田
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
新
し
い
番
組
も
始
ま
る
し
」 

上
島
「
彩
美
、
お
前
騙
さ
れ
て
る
よ
。
あ
い
つ
は
ペ 

テ
ン
師
だ
」 

彩
美
「
別
に
い
い
よ
、
ペ
テ
ン
師
で
も
。
水
田
さ
ん 

に
な
ら
、
騙
さ
れ
て
も
い
い
」 

上
島
「
・
・
・
」 

彩
美
「
上
島
さ
ん
は
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
。
水
田
さ
ん 

と
違
っ
て
、
悪
い
騙
し
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

水
田
さ
ん
が
し
て
い
る
の
は
『
演
出
』
で
、
あ
な

た
の
方
は
、
た
だ
の
『
嘘

』
」 

 
 

 

傷
心
し
て
、
俯
く
上
島
。 

 
 

 

愕
然
と
し
た
表
情
で
電
話
し
て
い
る
川
藤
。 

 
 

 

電
話
を
切
り
、
上
島
を
見
る
。 

川
藤
「
本
当
の
悪
人
は
、
水
田
じ
ゃ
な
い
。
上
島
だ
」 

彩
美
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 
 

 

川
藤
を
見
る
上
島
。 

 
 

 

携
帯
を
見
な
が
ら
、
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し

て
い
る
川
藤
。 
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川
藤
「
今
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
友
人
か
ら
連
絡
が
あ 

り
ま
し
た
。
満
里
奈
の
弁
護
士
が
、
特
に
酷
か
っ 

た
ア
カ
ウ
ン
ト
を
特
定
し
た
っ
て
。
そ
の
個
人
情 

報
が
、
ネ
ッ
ト
に
出
回
っ
て
ま
す
」 

上
島
「
え
？
」 

 
 

 

愕
然
と
す
る
上
島
。 

川
藤
「
色
ん
な
デ
マ
を
広
げ
た
り
、
酷
い
誹
謗
中
傷 

を
投
稿
し
て
い
た
の
は
、
複
数
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

使
い
分
け
た
同
一
人
物
で
し
た
」 

 
 

 

上
島
が
無
表
情
で
川
藤
を
見
て
い
る
。 

川
藤
「
し
か
も
、
ヤ
ラ
セ
の
告
発
ツ
イ
ー
ト
。
あ
れ 

も
同
じ
人
物
だ
っ
た
そ
う
で
す
」 

 
 

 

彩
美
、
恐
る
恐
る
上
島
を
見
つ
め
、 

彩
美
「
嘘
で
し
ょ
？
」 

川
藤
「
ヤ
ラ
セ
も
水
田
さ
ん
の
指
示
じ
ゃ
な
い
。
上 

島
さ
ん
が
独
断
で
や
っ
た
。
そ
う
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

川
藤
の
携
帯
画
面
。 

 
 

 
SNS

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
上
島
の
写
真
が
出

回
り
、
コ
メ
ン
ト
が
荒
れ
炎
上
し
て
い
る
。 

 
 

 

『
＃
上
島
Ｄ
』
『
＃
ヤ
ラ
セ
』
『
＃
つ
じ
つ 
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ま
ア
ワ
ー
』
等
と
つ
い
て
い
る
。 

山
川
「
上
島
さ
ん
？ 

本
当
で
す
か
？
」 

上
島
「
違
う
、
俺
じ
ゃ
な
い
」 

川
藤
「
全
部
あ
ん
た
が
や
っ
た
、
認
め
ろ
よ
！
」 

 
 

 
と
言
っ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
チ
か
ら
カ
ッ
タ

ー
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
、
上
島
に
向
け
て
刃

を
伸
ば
す
。 

彩
美
「
川
藤
君
！
」 

 
 

 

険
し
い
表
情
で
川
藤
を
見
る
三
人
。 

上
島
「
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
、
川
藤
」 

川
藤
「
本
当
の
こ
と
、
全
部
話
せ
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
上
島
に
近
付
い
て
い
く
。 

山
川
「
か
、
川
藤
君
そ
れ
は
違
う
と
思
う
！
」 

 
 

 

川
藤
、
涙
を
堪
え
な
が
ら
、 

川
藤
「
俺
の
満
里
奈
返
せ
よ
！
」 

上
島
「
頼
む
、
落
ち
着
い
て
く
れ
」 

 
 

 

上
島
は
立
体
タ
ワ
ー
に
近
付
い
て
い
く
。 

川
藤
「
何
で
そ
ん
な
こ
と
し
た
ん
だ
よ
。
満
里
奈
は 

関
係
な
い
だ
ろ
！
」 

彩
美
「
や
め
て
川
藤
君
！
」 
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立
体
タ
ワ
ー
の
目
の
前
に
着
く
上
島
。 

上
島
「
俺
の
事
を
刺
そ
う
と
し
た
ら
、
こ
の
タ
ワ
ー 

も
倒
れ
る
ぞ
？
」 

川
藤
「
別
に
い
い
よ
、
そ
ん
な
の
」 

上
島
「
・
・
・
」 

川
藤
「
分
か
っ
た
。
責
任
転
嫁
か
、
そ
う
だ
ろ
？ 

ヤ
ラ
セ
事
件
の
矛
先
が
自
分
に
向
か
な
い
た
め 

に
、
満
里
奈
と
、
水
田
さ
ん
を
生
贄
に
し
た
。
本 

当
は
全
部
自
分
が
や
っ
た
の
に
」 

 
 

 

上
島
に
迫
っ
て
い
く
川
藤
。 

川
藤
「
何
と
か
言
え
よ
！
」 

上
島
「
言
っ
た
ろ
？ 

取
ら
な
く
て
い
い
責
任
は
、 

絶
対
取
ら
な
い
っ
て
」 

川
藤
「
お
前
、
ふ
ざ
け
や
が
っ
て
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
上
島
に
突
っ
込
ん
で
い
く
。 

 
 

 

上
島
は
横
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
床
に
は

タ
ワ
ー
に
繋
が
る
ド
ミ
ノ
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 

山
川
が
川
藤
の
も
と
に
向
か
う
が
、
途
中
で

こ
け
て
ド
ミ
ノ
を
豪
快
に
倒
す
。 

 
 

 

彩
美
が
床
の
ド
ミ
ノ
な
ど
気
に
せ
ず
、
上
島 
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の
も
と
に
駆
け
て
い
く
。 

上
島
「
や
め
ろ
！
」 

 
 

 

カ
ッ
タ
ー
を
持
ち
、
上
島
に
迫
っ
て
く
る
川

藤
。
彩
美
が
走
っ
て
来
て
、
上
島
と
川
藤
の

間
に
入
る
。
川
藤
が
彩
美
を
刺
し
て
し
ま
う
。 

 
 

 

そ
の
ま
ま
川
藤
、
彩
美
、
上
島
は
ド
ミ
ノ
の

様
に
倒
れ
、
後
ろ
の
タ
ワ
ー
に
突
っ
込
ん
で

い
く
。
タ
ワ
ー
は
一
瞬
に
し
て
、
雪
崩
の
よ

う
に
崩
れ
て
い
く
。 

 
 

 

呆
然
と
そ
の
光
景
を
見
て
い
る
山
川
。 

 
 

 

床
に
倒
れ
込
み
な
が
ら
、
彩
美
を
見
て
慄
い

て
い
る
川
藤
。 

 
 

 

彩
美
の
腹
部
に
カ
ッ
タ
ー
が
刺
さ
っ
て
い
る
。 

 
 

 

意
識
は
あ
る
が
、
放
心
状
態
の
彩
美
。 

 
 

 

彩
美
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
上
島
。 

 
 

 

上
島
、
彩
美
を
抱
き
か
か
え
、 

上
島
「
彩
美
、
彩
美
！
」 

 
 

 

彩
美
の
腹
部
に
刺
さ
っ
た
カ
ッ
タ
ー
と
、
流

れ
出
る
血
を
見
る
上
島
。
そ
し
て
自
分
の
手

を
見
る
と
、
血
ま
み
れ
で
あ
る
。 
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山
川
が
我
に
返
り
、
携
帯
を
取
り
出
し
て
１

１
９
番
に
掛
け
る
。
繋
が
っ
て
、 

山
川
「
も
、
も
し
も
し
！
」 

 
 

 

彩
美
、
上
島
を
見
て
朦
朧
と
、 

彩
美
「
ご
め
ん
、
竜
彦
」 

上
島
「
彩
美
」 

 
 

 

憤
怒
の
表
情
で
、
川
藤
を
睨
む
上
島
。 

 
 

 

呆
然
と
し
て
い
る
川
藤
。 

 
 

 

上
島
が
川
藤
に
殴
り
か
か
る
。 

川
藤
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
！
」 

上
島
は
川
藤
に
馬
乗
り
に
な
り
殴
り
続
け
る
。 

上
島
「
ま
た
余
計
な
責
任
、
取
ら
さ
れ
ん
だ
ろ
ー 

が
！
」 

山
川
「
と
、
と
と
に
か
く
早
く
来
て
く
だ
さ
い
。
お 

願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
電
話
を
切
る
山
川
。 

 
 

 

川
藤
を
殴
り
続
け
て
い
る
上
島
。 

 
 

 

山
川
が
上
島
を
羽
交
い
絞
め
に
し
、
川
藤
か

ら
引
き
は
が
す
。 

 
 

 

上
島
は
山
川
を
払
い
の
け
、
突
き
放
す
。 
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上
島
「
分
か
っ
て
ん
だ
よ
。
お
前
が
犯
人
だ
ろ
」 

山
川
「
は
？ 

な
、
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
！
」 

 
 

 

上
島
、
山
川
の
胸
倉
を
掴
み
、 

上
島
「
皆
の
話
を
聞
い
て
る
う
ち
に
、
分
か
っ
た
。 

水
田
か
ら
直
接
被
害
を
受
け
た
の
は
、
あ
ん
た
だ 

け
だ
」 

 
 

上
島
を
睨
ん
で
い
る
山
川
。 

上
島
「
そ
れ
と
、
俺
が
さ
っ
き
倒
れ
た
時
、
救
護
室 

に
行
く
か
ど
う
か
聞
い
た
な
？
」 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
） 

 
 

 

山
川
、
床
に
座
り
込
む
上
島
に
向
か
っ
て
、 

山
川
「
救
護
室
、
行
き
ま
す
か
？
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
上
島
の
飲
料
を
差
し
出
す
。 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

（
現
在
の
シ
ー
ン
に
戻
り
） 

山
川
「
き
ゅ
、
給
湯
室
？ 

そ
そ
れ
が
、
な
な
な
ん 

で
す
か
？
」 

上
島
「
何
で
救
護
室
な
ん
か
知
っ
て
ん
だ
よ
！ 

俺 

と
川
藤
は
こ
の
体
育
館
に
そ
ん
な
場
所
が
あ
る
な 
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ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
） 

 
 

上
島
と
山
川
、
ド
ミ
ノ
を
直
し
な
が
ら
、 

山
川
「
あ
、
彩
美
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
ね
？
」 

上
島
「
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。
普
通
に
話
せ
て
ま
し
た 

し
、
保
健
室
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
休
ん
で
る
ん
で
」 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

（
現
在
の
シ
ー
ン
に
戻
り
） 

山
川
「
そ
そ
そ
そ
れ
は
、
さ
、
最
初
に
言
っ
た
じ
ゃ 

な
い
で
す
か
！ 

こ
こ
に
来
る
時
に
迷
っ
た
っ
て
。

そ
の
時
救
護
室
を
通
り
が
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
で
覚
え
て
て
！
」 

上
島
「
じ
ゃ
あ
何
で
彩
美
が
倒
れ
た
時
に
そ
れ
を
言 

わ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 

険
し
い
表
情
で
睨
ん
で
い
る
山
川
。 

上
島
「
早
く
答
え
ろ
よ
！
」 

山
川
の
表
情
が
一
変
し
、
冷
淡
な
雰
囲
気
に
。

山
川
、
深
い
溜
息
を
吐
き
、
淡
々
と
、 

山
川
「
そ
う
だ
よ
、
倒
し
た
の
は
俺
だ
。
水
田
の
携 
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帯
盗
ん
で
お
前
に
連
絡
し
た
の
も
、
エ
ア
コ
ン
壊

し
た
の
も
、
お
前
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
特
定
し
た
の

も
全
部
俺
ら
だ
」 

 
 

 

上
島
、
山
川
の
変
貌
に
驚
愕
し
て
、 

上
島
「
お
前
、
一
体
」 

山
川
「
観
覧
席
の
下
に
何
台
も
カ
メ
ラ
を
仕
込
ん
で 

あ
る
。
後
で
編
集
し
て
ネ
ッ
ト
に
投
稿
す
る
。
俺

ら
が
今
ま
で
こ
こ
で
や
っ
て
き
た
事
、
話
し
た
事

全
部
世
界
中
に
晒
す
ん
だ
よ
」 

 
 

 

山
川
の
胸
倉
か
ら
手
を
離
す
上
島
。 

怯
え
る
よ
う
に
観
覧
席
を
見
渡
す
。 

 
 

 

こ
こ
か
ら
カ
メ
ラ
は
見
え
な
い
。 

上
島
、
愕
然
と
し
な
が
ら
徐
々
に
後
ろ
に
下

が
っ
て
い
く
。 

山
川
「
水
田
の
事
は
徹
底
的
に
調
べ
た
。
結
局
、
俺 

を
営
業
に
誘
っ
た
の
が
善
意
な
の
か
悪
意
な
の
か

は
分
か
ら
な
か
っ
た
」 

 
 

 

上
島
、
怯
え
る
よ
う
に
山
川
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

ド
ミ
ノ
を
踏
ん
で
滑
り
、
尻
餅
つ
く
。 

山
川
「
言
葉
の
戦
争
に
は
苦
し
ん
だ
。
そ
れ
は
本
心 
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だ
。
天
然
キ
ャ
ラ
は
演
技
だ
っ
た
け
ど
な
。
俺
ら 

は
同
じ
辛
い
経
験
を
得
て
、
繋
が
っ
た
ん
だ
」 

上
島
「
俺
、
ら
？
」 

山
川
「
仲
間
は
も
う
一
人
い
る
。
カ
メ
ラ
に
向
か
っ 

て
手
振
り
な
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
観
覧
席
に
向
か
っ
て
手
を
振
り 

始
め
る
。 

山
川
「
復
讐
し
よ
う
っ
て
、
誘
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。 

こ
の
計
画
も
演
出
も
全
部
や
っ
て
く
れ
た
。
最
初 

か
ら
ず
っ
と
観
て
る
よ
。
満
里
奈
～
」 

 
 

 

愕
然
と
し
な
が
ら
観
覧
席
を
見
る
上
島
。 

 
 

 

観
覧
席
の
下
に
、
遠
く
か
ら
見
え
な
い
よ
う

に
カ
メ
ラ
が
仕
込
ん
で
あ
る
。 

 
 

 

上
島
の
目
の
前
に
行
き
顔
を
覗
き
込
む
山
川
。 

上
島
が
後
ろ
に
下
が
ろ
う
と
手
を
動
か
し
、

ド
ミ
ノ
に
当
た
る
。
一
列
が
倒
れ
て
行
く
。 

山
川
「
水
田
や
お
前
な
ん
か
よ
り
、
ず
っ
と
良
い
演 

出
だ
と
思
わ
な
い
か
？
」 

上
島
「
・
・
・
」 

山
川
「
こ
れ
か
ら
お
前
は
、
俺
ら
よ
り
酷
い
地
獄
で 
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生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

SNS

は
絶
対

に
見
て
ほ
し
い
。
集
団
っ
て
言
う
の
は
怖
い
ぞ
」 

 
 

 

倒
れ
進
む
一
列
の
ド
ミ
ノ
。 

山
川
「
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
一
気
に
倒
れ
て
行
く
。 

話
は
肥
大
化
し
て
、
極
端
に
な
り
、
架
空
の
話
ま

で
飛
び
交
う
よ
う
に
な
る
」 

 
 

 

倒
れ
終
わ
る
一
列
の
ド
ミ
ノ
。 

山
川
「
じ
ゃ
あ
な
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
歩
き
出
す
。 

 
 

 

周
り
を
見
渡
す
上
島
。 

 
 

 

意
識
を
失
い
、
仰
向
け
で
倒
れ
て
い
る
川
藤
。 

 
 

 

顔
は
大
き
く
腫
れ
、
血
も
出
て
い
る
。 

 
 

 

仰
向
け
で
倒
れ
、
目
を
閉
じ
る
寸
前
の
彩
美
。 

 
 

 

血
は
床
に
広
が
っ
て
い
る
。 

上
島
「
俺
は
、
直
さ
な
か
っ
た
」 

 
 

 

山
川
、
立
ち
止
ま
り
、
上
島
に
振
り
返
り
、 

山
川
「
直
さ
な
か
っ
た
？
」 

上
島
「
ず
っ
と
逃
げ
て
き
た
、
色
ん
な
事
か
ら
。
水 

田
さ
ん
に
は
、
最
初
か
ら
負
け
て
た
ん
だ
」 

山
川
「
・
・
・
」 
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上
島
「
倒
れ
て
も
、
立
て
直
せ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、 

俺
は
直
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
早
く
、
直

し
て
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」 

山
川
「
何
だ
よ
つ
ま
ん
ね
え
な
。
最
後
ま
で
言
い
訳 

し
ろ
よ
」 

 
 

 

と
言
っ
て
、
ま
た
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 

外
に
通
じ
る
非
常
口
か
ら
出
て
い
く
山
川
。 

 
 

 

入
り
口
扉
が
開
き
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
駆 

け
込
ん
で
く
る
。 

 
 

 

上
島
は
呆
然
と
座
り
込
み
、
う
な
垂
れ
、
倒 

れ
て
い
る
ド
ミ
ノ
を
見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

 

一
つ
ド
ミ
ノ
を
手
に
取
り
、
立
て
る
。 

 

〈
了
〉 

 


